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前
稿

「堀
河
本

『後
撰
和
歌
集
j

に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
そ
の
書
写

の
実
態
を
報
告
し
な
が
ら
混
態
の
様
相
な
ど
を
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
書
き

入
れ
イ
文
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
ま
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
本
論
は
そ

の
補
造
で
あ
る
。

堀
河
本
「
後
撰
和
歌
集
」
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
書
き
入
れ
が
施
さ
れ

て
い
る
。
総
数
は
前
稲
で
の
計
上
に
よ
る
と
八
二
六
箇
所
を
数
え
る
。
親

本
を
書
写
し
た
過
程
で
生
じ
た
誤
脱
の
訂
正
、
す
な
わ
ち
親
本
の
本
文
を

校
正
す
る
書
き
入
れ
は
二
五
四
箇
所
で
あ
る
。
他
方
、
他
の
写
本
か
ら
相

違
す
る
本
文
を
書
き
入
れ
た
と
お
ぼ
し
い
箇
所
も
多
く
あ
る
。
「
イ
」
と

称
さ
れ
る
本
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
書
き
入
れ
が
五
一
五
箇
所
・
「
正
」

を
伴
う
書
き
入
れ
が
十
一
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
見
合
わ

せ
た
他
の
写
本
は
二
本
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
以
上
と
は
別
に
傍
普
と
し

て
処
理
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
世
き
入
れ
が
四
六
箇
所
で
あ
る
。

「
イ
」
と
称
さ
れ
る
他
本
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
書
き
入
れ
は
五

一

は
じ
め
に

堀
河
本

『
後
撰
和
歌
集
』

五
椅
所
と
数
が
多
い
た
め
、
「
イ
」
伝
本
の
本
文
の
性
質
を
確
認
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
「
イ
」
と
称
さ
れ
る
本
文
の
性
格
に
つ

い
て
言
及
し
、

付
論
と
し
て
「
正
」
伝
本
の
本
文
の
性
質
に
つ
い
て
言
及

す
る
。
堀
河
本
は
非
定
家
本
の
後
撰
和
歌
集
で
あ
る
。
非
定
家
本
の
本
文
を
持

ち
全
巻
が
現
存
し
て
い
る
伝
本
は
堀
河
本
・

雲
州
本
・
承
保
一
二
年
本
系
統

の
二
本

・
伝
坊
門
局
本
、
こ
れ
ら
し
か
な
く
、
堀
河
本
は
非
定
家
本
の
後

(
2
)
 

撰
和
歌
集
の
本
文
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
書
写
者

と
し
て
比
定
さ
れ
る
堀
河
具
世
の
箪
か
否
か
は
不
詳
だ
が
、
害
写
の
時
期

は
堀
河
具
世
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
十
五
世
紀
こ
ろ
の
筆
跡
と
見
ら
れ
る
。

「
イ
」
伝
本
の
本
文
の
性
質
を
検
討
す
る
こ
と
は
同
時
に
堀
河
本
の
本
文

の
性
質
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
と
も
思
わ
れ
る
。

イ
本
本
文
の
、
諸
本
と
の
親
疎
性
な
ど

書
き
入
れ
の
総
数
を
表
に
し
て
再
提
示
す
る
。
同

一
歌
へ
の
イ
文
書
き

入
れ
が
二
箇
所
な
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
れ
を

一
っ
と
数
え
る
か
二
つ
と
数

の
書
き
入
れ
イ
文
に
つ
い
て

福

田

孝
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え
る
か
、
あ
る
い
は
「
イ
」
が
付
か
な
い
も
の
の
片
仮
名
で
書
き
込
ま
れ

て
い
る
場
合
に
本
文
訂
正
の
た
め
の
書
き
入
れ
と
み
る
か
「
イ
」
の
書
き

入
れ
と
み
る
か
、
の
よ
う
に
判
断
に
迷
う
場
合
な
ど
、
数
え
方
に
よ
り
小

異
が
生
ず
る
。
前
稿
で
の
扱
い
同
様
に
、
本
稿
で
も
「
イ
」
が
付
い
て
い

る
箇
所
で

一
箇
所
と
数
え
る
方
法
を
取
り
、
ま
た
堀
河
本
の
書
写
者
が
採

用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
原
則
①
訂
正
の
書
き
入
れ
は
ひ
ら
か
な
を
用
い

る
・
②
「
イ
」
に
よ
る
書
き
入
れ
は
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
る
、
に
従
っ
て
計

上
を
行
な
っ
て
い
る
。
結
果
、
次
の
表
l
の
よ
う
に
な
る
。

表の「見消」「訂正」「補入」が親本の本文の誤脱等を校正す

るための書き入れである。堀河本の本文としてはこれらの古き

入れを生かしたものを以下では使用する。 篇閉補
-, --, 

胃イ 正入 '- '-
巻1

゜
7 4 7 

゜
2 

巻2

゜
1 3 5 

゜゚巻3 1 5 5 5 

゜
2 

巻4 1 3 0 15 4 1 
巻5

゜
6 2 6 1 1 

巻6

゜
， 1 19 2 2 

巻7 2 11 0 50 

゜
1 

巻8

゜
6 0 25 1 

゜巻9 3 2 3 36 2 3 
巻10 2 7 4 50 1 5 
小計 9 57 22 218 11 17 

巻11 2 13 2 46 

゜
2 

巻12 l 8 5 16 

゜
1 

巻13 4 11 6 38 

゜゚巻14 3 13 10 25 

゜
2 

巻15 7 8 7 49 

゜
6 

巻16 1 7 11 55 

゜
2 

巻17 1 ， 6 24 
゜
6 

巻18

゜
8 1 5 

゜
1 

巻19

゜
7 7 22 

゜
3 

巻20 2 5 1 17 

゜
6 

小計 21 89 56 297 0 29 

表
l

「
イ
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
箇
所
の
数

(II

「
対
校
箇
所
数
」
）
が
巻

以
下
、
表
2
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
く
。

(
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と
な
っ
て
い
る
場
合
、
「
ヘ
ク
」
と
同
じ
本
文
で
あ
る
場
合
は
「
イ
」
に

つ
い
て

1
と
計
上
し
、
堀
河
本
の
本
文
「
や
と
」
と
同
じ
本
文
に
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
「
堀
」
に
つ
い
て

1
と
し
て
計
上
す
る
、
と
い
う
計
上
方

法
を
取
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。
表
2
の

「
対
校
箇
所
数
」
と
は
、
結
局
「
イ
」
が
害
き
込
ま
れ
て
い
る
箇
所
の
総

数
の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
柄
を
分
明
に
す
る
た
め
「
対
校
箇
所
数
」
と
い

う
言
い
方
を
用
い
た
。

ヘ
ク
イ

8
,
 
―
春
上
•
3ウ
．l
o．
歌
五
「
人
の
つ
む
や
と
」

表
の
四
列
目
に
掲
出
し
て
い
る

「イ
」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

ま
ず
他
本
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
る
。
前
半
の
巻
一

1
巻
十
で
は
一
―

荒
山
本
（
略
号
は
「
二
」
、
以
下
同
様
）
・
雲
州
本
（
雲
）

．
承
保
一―
一
年
奥

害
本
（
保
）

・
伝
坊
門
局
筆
本
（
坊
）
・
定
家
天
福
年
号
本
（
天
）
の
五
本

と
、
後
半
の
巻
十

一
1
巻
二
十
で
は
雲
州
本
・
承
保
三
年
奥
書
本
・
伝
坊

門
局
筆
本
・
定
家
天
福
年
号
本
の
四
本
、
と
の
対
比
を
行
な
っ
た
（
汎
消

輔
本
の
写
本
で
あ
る
二
荒
山
本
は
巻
十
ま
で
の
現
存
本
文
な
の
で
、
後
半

で
は
使
用
で
き
な
い
。
ま
た
汎
消
輔
本
系
統
と
し
て
は
ほ
か
に
片
仮
名
本

が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
二
荒
山
本
に
代
表
さ
せ
て
対
校
を
し
た
）
。

例
え
ば
、
堀
河
本
の
本
文
状
況
が
、
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「イ 」と一致する箇所数 「堀」と一致する箇所数

雲 保 坊 天 歪= 保 坊 天 箇対所校数 天歌福数本 堀丁河数本

巻1 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 7 46 ， 
巻2 1 2 2 3 2 

゜
2 1 1 2 5 34 65 

巻3 1 

゜
4 3 4 1 4 1 2 1 5 66 13.5 

巻4 13 11 14 12 13 1 

゜
1 1 1 15 70 10.5 

巻5 3 3 2 2 3 2 2 4 3 2 6 54 8 

巻6 7 ， 7 ， 10 3 4 4 4 3 19 80 13 

巻7 30 29 37 32 40 10 10 5 7 4 50 92 13.5 

巻8 14 11 16 17 17 5 8 6 4 5 25 64 8 

巻9 17 18 26 28 25 6 10 3 2 4 36 94 14.5 

巻 10 23 32 40 30 41 12 7 5 7 6 50 99 19.5 

小計 112 118 151 138 158 43 50 33 34 31 218 699 

22 33 31 34 3 1 2 

゜
46 95 18.5 

6 11 11 10 

゜゚ ゜゚
16 96 16.5 

11 21 17 23 11 7 ， 6 38 103 17 
8 16 13 18 7 4 ， 3 25 81 14 
21 6 28 38 8 36 7 3 49 50 12 

28 12 29 47 4 31 7 1 55 70 14 

10 5 11 15 ， 13 8 8 24 55 125 
3 1 2 

゜ ゜
2 1 3 5 54 11 

6 7 11 10 12 8 8 11 22 64 13 

7 7 4 6 4 5 4 8 17 58 115 

122 119 157 201 58 107 55 43 297 726 

表
2

に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
と
巻
十
二

そ
れ
に
巻
十
八
•
二
十
な
ど
は
「
イ
」
の
本
文
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
箇

所
が
少
な
く
、
巻
七
か
ら
巻
十
一
ま
で
と
巻
十
三
か
ら
巻
十
六
ま
で
は

「
イ
」
の
本
文
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
概
し
て
四
季
の
部

立
で
あ
る
巻
一
か
ら
巻
八
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
多
く
な
く

（巻
七

「
秋

下
」
・
巻
八
「
冬
」
が
例
外
と
な
る
）
、
巻
九
「
恋
こ
か
ら
巻
十
六
「
雑

二
」
ま
で
が

「
イ
」
の
本
文
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
（
巻
十
七
以
降
に
つ
い
て
は
堀
河
本
が
混
態
本
で
あ
る
こ

と
が
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
、
後
述
す
る
）
。

上
冊
（
巻

一
1
巻
十
）
で
の
、
「
イ
」
「
堀
」
そ
れ
ぞ
れ
と

一
致
す
る
箇

所
数
か
ら
見
て
み
る
。

「
イ
」
に
つ
い
て
は
概
し
て
「
二
」
「
雲
」
「保
」
「坊
」
「
天
」
の
五
本

と

一
致
す
る
こ
と
が
多
い
。
と
く
に
定
家
本
を
代
表
す
る
「
天
」
と
も
っ

と
も
親
し
い
。
総
数
一
―
―
八
箇
所
の
う
ち
一

五
八
箇
所
が

一
致
す
る
こ
と

が
そ
の
親
し
さ
を
よ
く
証
し
て
い
る
。
「
保
」
に
つ
い
て
い
う
と
、
「
保
」

の
本
文
は
巻
一
か
ら
巻

―
四
の
途
中

(
1
0
5
3
番
歌
あ
た
り
）
ま
で
が
定

家
無
年
号
B
類
本
と
近
し
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
降
が
「
保
」
本
来
の

(
4
)
 

本
文
と
見
ら
れ
る
。
上
冊
が
定
家
本
に
近
し
い
本
文
系
統
を
持
つ
と
見
ら

れ
る
と
お
り
、
「
保
」
は

「天
」
に
次
い
で
「
イ
」
に
近
し
い
関
係
を
持
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
「
イ
」
の
写
本
は
定
家
本
に
近
し
い
本

文
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
以
上
に
対
し
て

「
イ
」
は
「
一
一
」
「
雲
」
と
は
や
や
疎
い
関
係

に
あ
る
。
杉
谷
が
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
j

に
お
い
て
、
十
九
箇
所

-5-



を
挙
げ
な
が
ら
「
こ
の
校
異
本
文
、
と
く
に
多
械
詳
細
に
わ
た
る

「
イ
本
」

校
異
は
、
現
存
の
ど
の
系
統
本
に
も
属
さ
な
い
別
種
の
本
文
に
よ
る
か
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
本
文
は
、
消
輔
本
の
系
統
と
は
対
立
箇
所
が
多
く
、
堀

(
5
)
 

河
本
よ
り
も
や
や
定
家
本
の
本
文
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
、

こ
の
最
後
の

一
文
ど
お
り
の
様
相
で
あ
る
と
お
よ
そ
思
わ
れ
る
。

「イ
」
の
こ
う
し
た
様
相
に
対
し
て
、
対
校
箇
所
の

「
堀
」
の
本
文
に

つ
い
て
は
概
し
て

「
二
」
「雲
」
「保
」「
坊
」
「
天
」
の
五
本
と
は
疎
い
関

係
に
あ
る
。

一
致
す
る
箇
所
が
も
っ
と
も
多
い
「
雲
」
で
さ
え
総
数
ニ

―

八
箇
所
に
対
し
て
五

0
箇
所
と
少
な
い
。
中
で
も
「
天
」
「
保
」
と
は
疎

い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
「
堀
」
の
本
文
は
他
の
写
本
か
ら
屹
立
し
た

独
自
本
文
を
持
つ
箇
所
が
多
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

「
堀
」
が
独
自
本
文
を
持
つ
箇
所
が
多
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、

表
3
・
表
4
を
作
っ
て
み
た
。
例
え
ば
、
巻
四
に
お
い
て
は
対
校
箇
所
は

十
五
箇
所
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
十

一
箇
所
に
お
い
て

「
二
」
「雲」

「保」

「坊」

「天」

と
が

一イ
」
と
同
じ
本
文
を
持
つ
か
た
ち
に
な
る
。
例
え
ば
、

シ
タ
イ

1
6
8
,§
 

夏
4
ウ
,
4
0
,歌
―
-
「
山
へ
に
み
つ
は
」

「
山
し
た
」
（
ニ
・
雲

・
保

・
坊
・
天
）

と
い

っ
た
箇
所
で
あ
る
。
上
冊
で
は
全
対
校
箇
所
数
ニ
―
八
に
対
し
て
、

半
数
近
く
の
九
九
箇
所
で
「
イ
」
が
「
二
」
「雲
」
「保
」
「坊
」
「
天
」
す

べ
て
と

一
致
も
し
く
は
ほ
ぽ

一
致
す
る
。
下
冊
で
は
あ
と
で
述
べ
る
よ
う

に
事
情
が
あ
り
は
す
る
も
の
の
、
や
は
り
全
対
校
箇
所
数
二
九
七
に
対
し

表
4

表3

四本すべ 四本すべ 四本すべて
てが てが

「いイず箇し」哀所がれ「堀数に、J も
「一イ致」かと 「一堀致」かと

箇対所校数

ほ箇すぽ所一る数致
ほぼ一致

箇す所る数

巻 11 26 1 46 

巻 12 7 1 16 

巻 13 13 6 2 38 

巻 14 13 3 1 25 

巻 15 8 2 49 

巻 16 12 55 
巻 17 4 4 24 

巻 18 1 5 

巻 19 4 4 1 22 

巻 20 2 2 1 17 

小計 89 21 8 297 

五本すべ 五本すべ 五本すべて

ほ「箇イすてぽ所致」が一るか数と致
ほ箇ぷ一ぼす致所一るか数； 致

い「イず一Jがれ致「に堀も」
箇対所校数

しない
箇所数

巻 1 2 3 7 

巻2 1 1 5 

巻3 1 1 5 

巻4 11 15 

巻5 1 1 6 

巻6 12 1 19 

巻7 25 2 50 

巻8 6 2 1 25 

巻9 17 l 1 36 

巻 10 24 1 50 

小計 99 12 4 218 

- 6-



て
約
三
分
の
一
の
八
九
箇
所
で
「
イ
」
が
「
雲
」
「
保
」
「
坊
」
「天
」
す

べ
て
と

一
致
も
し
く
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
「
堀
」
の
本
文
が
五
本
も
し
く

は
四
本
と
比
し
て
独
自
本
文
を
持
つ
箇
所
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

下
冊
（
巻
十
一

1
巻
―
-
+
）
で
の
、
「
イ
」
「
堀
」
そ
れ
ぞ
れ
と
一
致
す

る
箇
所
数
か
ら
見
て
み
る
。

下
冊
に
つ
い
て
は
事
は
単
純
で
は
な
い
。
下
冊
に
お
い
て
も
「
イ
」
の

本
文
が
「
天
」
と
も
っ
と
も
親
し
い
こ
と
が
、
表
2
に
お
い
て
総
数
二
九

七
箇
所
に
対
し
て
二
0
一
箇
所
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
見
て
と
る
こ
と
が

出
来
る
。

が
、
巻
十
五
•
十
六
に
お
い
て
「
堀
」
が
「
保
」
と
一
致
す
る

箇
所
が
格
段
に
多
く
な
る
。
三
十
七
箇
所
と
三
十
一
箇
所
と
い
う
数
値
で

あ
る
。
前
稿
「
堀
河
本

『後
撰
和
歌
集
」
に
つ
い
て
」
で
も
確
認
し
た
よ

う
に
、
「
堀
」
が
混
態
本
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
堀
」
は
、
巻

一
か
ら
巻
十
四
ま
で
が
「
堀
」
本
来
の
本
文

で
あ
り
、
巻
十
五
か
ら
巻
十
七
の
途
中
（

一
――

―
五
番
歌
）
ま
で
が
「
保
」

に
近
し
い
本
文
を
持
ち
、
巻
十
七
の
途
中
(
―

ニ

―
六
番
歌
）
か
ら
巻
二

十
の
巻
末
ま
で
が
定
家
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
、

三
種
類
の
混
態
本
で
あ

る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
表
5
に
概
要
を
示
し
た
。

混
態
本
の
様
相
に
対
応
す
る
よ
う
に
下
冊
に
関
し
て
整
理
し
直
し
て
作

成
し
た
の
が
表
6
で
あ
る
。
巻
十
一
か
ら
巻
十
四
ま
で
は
上
冊
と
ほ
ぼ
同

じ
よ
う
な
傾
向
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
イ
」
は
「
雲
」
「
保
」
「
坊
」
「
天
」

の
四
本
と
総
じ
て
親
し
い
関
係
に
あ
る
。
「
天
」
と
最
も
親
し
く
「
保
」

が
そ
れ
に
次
ぐ
。
「
雲
」
と
は
や
や
疎
い
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
「
堀
」

に
つ
い
て
み
る
と
「
雲
」
「
保
」
「
坊
」

「
天
」
の
四
本
の
ど
れ
と
も
疎
い

関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

巻
十
五
か
ら
巻
十
七
途
中
ま
で
は
、

「堀
」
は

「保
」
と
は
総
数

――

六
箇
所
に
対
し
て
七
六
箇
所
が
一
致
し
て
お
り
、
「
堀
」
と
「
保
」
と
が

親
し
い
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る

。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
保
」
は

こ
こ
ま
で
「
イ
」
と

一
致
す
る
こ
と
で
定
家
本
と
近
い
系
統
の
本
文
で
あ

る
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
に
、
こ
の
巻
十
五
か
ら
巻
十

七
の
途
中
ま
で
で
は
「
イ
」
と
一
致
す
る
箇
所
が
極
端
に
低
く
な
る
。
上

冊
や
巻
十

一
か
ら
十
四
ま
で
で
確
認
し
た
よ
う
に

「イ
」
が
定
家
本
に
近

し
い
本
文
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
保
」
が
こ
の
あ
た
り
で
は
定
家
本
と
は

疎
い
本
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

（事
実
、
「
イ
」
は
こ
の
巻
十

五
か
ら
巻
十
七
途
中
ま
で
で
も
総
数
―

―
六
箇
所
に
対
し
て
九
五
箇
所
が

「
天
」
と
一
致
し
て
お
り
、
「
天
」
と
最
も
親
し
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
）
。

ま
た
、
こ
の
あ
た
り
で
も
や
は
り

「堀
」
は
「
天
」
と
も
っ
と
も
疎
い
関

係
を
持
っ
て
い
る
。

以
上
に
対
し
て
、
巻
十
七
途
中
か
ら
巻
二
十
に
か
け
て
の
状
況
は
少
し

込
み
入
っ
て
く
る
。
こ
の
あ
た
り

「
堀
」
は
定
家
本
に
近
い
本
文
を
持
つ

と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
や
は
り
同
じ
定
家
本
に
親
し
い
本
文
を
持

っ
「
イ
」
と
校
合
し
て
も
、
本
文
に
差
が
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
「
イ
」

が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
「イ」

が
書
き
込
ま
れ
る
箇
所
が
五
十
箇
所
近
く
に
の
ぽ
る
巻
が
巻
七
か
ら
巻
十

六
の
中
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
巻
十
七
の
途
中
か
ら
「
イ
」
の
書
き
込

み
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
あ
た
り
の
事
情
が
反
映
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て

「イ」

「堀
」
ど
ち
ら
の
本
文
も
「
雲
」
「
保
」

「
坊
」
「
天
」
の
ど
の
本
文
と
も
格
別
に
親
し
い
位
置
を
持
た
な
い
。
こ
の
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堀河本

巻—.. 巻ニ・巻三…••

’ 独自本文

警
.••. 巻十• 巻十ー・巻＋＝• 巻十三・巻十四 • 巻十五・ 巻十六• 巻十七• 巻十八• 巻十九• 巻二十

し—承保三年本系一_j L一定家本系 ＇ 

「イ」と一致する箇所数 「堀」と一致する箇所数

= 奎 保 坊 天 奎云 保 坊 天 箇対所校数

巻 11 22 32 31 34 3 1 2 

゜
46 

巻 12 6 11 11 10 

゜゚ ゜゚
16 

巻 13 11 21 17 23 11 7 ， 6 38 
巻 14 8 16 13 18 7 4 ， 3 25 
小計 47 80 72 85 21 12 20 ， 125 

巻 15 22 6 29 38 8 37 7 3 49 

巻 16 28 12 29 47 4 31 7 1 55 
巻 17(-1215) 6 1 6 10 3 8 2 1 12 

小計 56 19 64 95 15 76 16 5 116 

巻 17(1216-) 4 4 5 5 6 5 6 7 12 

巻 18 3 1 2 

゜ ゜
2 1 3 5 

巻 19 5 7 10 ， 12 8 8 11 22 
巻 20 7 7 4 6 4 5 4 8 17 

小計 19 19 21 20 22 20 19 29 56 

計 122 119 157 201 58 107 55 43 297 

表
6

あ
た
り
で
は
「
堀
」
「イ
」
ど
ち
ら
も
定
家
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
と
は

い
え
、
他
の
四
本
の
ど
れ
と
も
同
一
視
で
き
る
ほ
ど
に
は
親
し
い
関
係
を

持
っ
て
い
な
い
。
「
堀
」
「
イ
」
と
も
に
定
家
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
わ
け

だ
か
ら
、
「
堀
」
が

「イ
」
と
近
い
本
文
を
持
つ
な
ら
ば
、

「イ
」
を
書
き

込
む
必
要
が
生
じ
る
箇
所
は
も
っ
と
圧
倒
的
に
減
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

う
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
同

一
系
統
と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、

「
堀
」
と
「
イ
」
の
本
文
に
は
差
異
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
イ
」
の

本
文
が
圧
倒
的
に
定
家
本
に
近
い
の
で
あ
れ
ば
定
家
本
で
あ
る
「
天
」
と

一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
に
な
る
が
五
六
箇
所
中
二
十
箇
所
し
か

一
致

す
る
本
文
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
定
家
本
に
た
い
そ
う
近
い
と
い

う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
「
堀
」
も
「
イ
」
も

定
家
本
と
同
じ
系
統
の
本
文
で
は
あ
る
も
の
の
、
定
家
本
系
統
に
大
層
親

し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
見
て
お
く
他
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や

は
り
、
「
イ
」
の
本
文
は
定
家
本
に
近
し
い
と
は
い
う
も
の
の
、
杉
谷
が

言
っ
ょ
う
に
「
「
イ
本
」
校
異
は
、
現
存
の
ど
の
系
統
本
に
も
属
さ
な
い

別
種
の
本
文
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

白
河
切
の
本
文
と
の
比
較

一
節
で
作
成
し
た
表
と
同
様
の
表
を
、
対
応
す
る
白
河
切
が
残
存
す
る

(
7
)
 

箇
所
を
加
え
て
行
な
っ
て
み
る
。
白
河
切
を
略
号
「
白
」
で
示
す
。
表
7

の
よ
う
に
な
る
。
白
河
切
は
巻

一
i
巻
十
ま
で
し
か
存
在
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
た
め
上
冊
で
の
比
較
と
な
る
。
ま
た
巻

一
・巻一

ー
・
巻
三
・
巻
五

に
は
該
当
箇
所
が
な
い
た
め
表
か
ら
省
い
た
。

-8-



イ
文
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
堀
河
本
の
書
写
者
が

イ
文
書
き
入
れ
は
遺
漏
な
く
な
さ
れ
て
い
る
か

「二」「雲」「保」「坊」「天」の五本について、一節で確認した

こととほぼ同様の傾向が見受けられる。「イ」は定家本系「天」

「保」と親しい関係にある・「イ」は汎清輔本系である「二」あ

るいは古本系と考えられる「雲」とは疎い関係にある、といっ

た点である。また、「堀」は「二」「雲」とやや親しい関係にあ

る・「堀」は「天」「坊」「保」とは疎い関係にある、といった

ことである。対校箇所数は一節の三分の一位になってしまうが、

表7の数字は有意であると思われる。

表7からは、一致する箇所が三一箇所であることから「イ」

が「白」とは最も疎いということが見て取られる。すなわち一

節を踏まえると「白」は定家本系からは離れた関係にあるらし

いことが知られる。そして「白」と「堀」とは一致する箇所が

二―箇所であることから最も親しいということが知られる。杉

谷が指摘する、「巻十までのニ―四首（諸本の約三割）しか伝

存しない古築切」である「平安末期の誉写になる白河切」の本
(8) 

文と堀河本の本文とが親しい関係にある、ということがこの表

からも窺うことができる。

表4と同じような表8を作成しても同様な結果が得られる。

やはり「堀」の本文が六本と比して独自本文を持つ箇所が多い

ことが知られる結果となる。

「イ」と一致する箇所数 「堀」と一致する箇所数

雲 保 坊 天 白 雲 保 坊 天 白 箇対所校数

巻4 1 1 1 1 1 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚
1 

巻6 3 4 3 4 5 3 1 2 2 1 

゜
2 8 

巻7 8 ， 13 10 12 5 4 2 

゜
1 

゜
5 16 

巻8 12 10 14 14 15 ， 4 8 5 3 4 8 19 
巻9 4 6 10 10 ， 5 3 3 1 1 1 4 14 

巻 10 7 8 12 8 11 8 5 1 2 2 3 2 16 

小計 35 38 53 47 53 31 17 16 10 8 8 21 74 

六本すべて 六本すべて六本すべて
が が が

ほ「饒一イすぼ所致」一るか数と致 ほ「箇一堀ぽす致所」一るか数と致
い「イず一」れ致「に堀も」 箇対所校数

し所ない
箇数

巻4 1 

゜ ゜
1 

巻6 6 

゜ ゜
8 

巻7 8 

゜ ゜
16 

巻8 3 2 

゜
19 

巻9 4 1 

゜
14 

巻 10 8 1 

゜
16 

小計 30 4 

゜
74 

表
7

表
8
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「
イ
」
を
十
全
に
書
き
込
ん
で
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。「
イ
」
と
称
さ
れ
る
本
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
書
き
入
れ
は

五

一
五
箇
所
の
多
き
に
わ
た
り
は
す
る
が
、
イ
文
本
文
を
採
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
イ
本
の
写
本
の
本
文
を
再
構
成
で
き
る
か
ど
う
か
、
堀
河
本
書

写
者
は
堀
河
本
と
イ
本
と
の
差
異
を
追
漏
な
く
書
き
込
ん
で
い
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

巻
一
の
末
尾
十
首
を
確
認
し
て
み
る
。
堀
河
本
の
本
文
を
上
に
、
イ
本

に
も
っ
と
も
近
し
い
と
思
わ
れ
る
天
福
本
の
本
文
を
下
に
書
き
出
し
、
堀

河
本
と
天
福
本
と
が
巽
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
堀
河
本
の
ほ
う
に
傍

線
を
付
す
。
異
文
の
箇
所
は
少
な
く
数
え
て
も
四
十
箇
所
ほ
ど
に
の
ぽ
る
。

と
く
に

一
二八
•
四
五
•
四
六
番
歌
な
ど
に
作
者
名
の
問
題
箇
所
が
あ
る
・

三
九
番
歌
が
脱
落
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
三
八
•
四
五
番

歌
の
作
者
名
は

「二」

「雲
」
「保
」
「
坊
」
で
も
そ
れ
ぞ
れ
「
朱
雀
院
の

兵
部
卿
の
み
こ
」・

「
つ
ら
ゆ
き
」
に
比
定
で
き
る
作
者
名
に
な
っ
て
お
り
、

四
六
番
歌
は
作
者
名
が
な
く
四
五
番
歌
「
つ
ら
ゆ
き
」
を
適
応
す
る
書
き

方
と
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し

「
坊
」
の
み
四
五
番
歌
「
つ
ら
ゆ
き
」
、
四

六
番
歌
「
紀
貰
之
」
）
。
四
六
＿―-
九
番
歌
は

「
二
」
「
雲
」
「
保
」

「坊」

に

も
存
在
す
る
。
お
そ
ら
く
は
「
イ
」
で
も
「
天
」
と
同
様
に
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
イ
文
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
の
は
、

二
重
傍
線
部
の
一
箇
所
の
み
で
あ
り
「
ヒ
イ
リ
イ
」

が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
の
波
線
部
「
の
」
に
「
に
」
•
四
三
番
歌
の

詠
み
人
の
読
み
と
し
て
「
夕
、

」
の
傍
注
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
堀
河
本
書
写
者
は
遺
漏
な
く
イ
文
の
杏
き
人
れ
を

行
な
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ど
う
い
う
判
断
規
準
に
し
た

松
の
も
と
に
か
れ
こ
れ
侍
り
て

化
を
み

つ
か
は
し
け
る

坂
上
足
則

堀
河
本
本
文

君
か
た
め
山
田
の
沢
に
ゑ
く
つ
む
と

ぬ
れ
に
し
袖
は
釦
姐
も
か
は
か
す

あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る

人
の
家
に
ま
か
り
け
る
ま
へ
に

梅
の
木
侍
り
け
り

こ
の
は
な
さ
き
な
む
時

か
な
ら
す
せ
う
そ
ぐ
せ
む

5

ま
う
て
こ
と

い
ひ
で

を
と
な
く
侍
り
け
れ
は

中
納
召
紀
長
谷
雄

む
め
の
花
い
ま
は
さ
か
り
に
な
り
ぬ
ら
む

た
の
め
し
人
の
音
つ
れ
も
せ
ぬ

存
人
の
家
に
あ
り
て

よ
み
人
し
ら
す

む
め
の
は
な
散
ど
刈
ふ
な
へ
に
春
雨
の

降
出
つ

＞
な
く
鶯
の

こ
ゑ

か
よ
ひ
す
み
侍
け
る
人
の

家

ー

な

る
柳
を
お
も
ひ
や
り
て

凡
河
村
豹
恒

い
も
か
家
の
は
7
引

に
た
て
る
春
柳
び

い
ま
や
鳴
ら
む
う
＜
ひ
す
の
こ
ゑ

松
の
も
と
に
こ
れ
か
れ
侍
り
て

花
を
み
や
り
て

坂
上
是
則

天
福
本
本
文

君
が
た
め
山
田
の
さ
は
に
ゑ
ぐ
つ
む
と

ぬ
れ
に
し
袖
は
今
も
か
わ
か
ず

3
7

あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る

人
の
家
に
ま
か
れ
り
け
る
に
、

梅
の
木
侍
り
け
り
、

こ
の
花
さ
き
な
ん
時
、

か
な
ら
ず
せ
う
そ
こ
せ
む
と

い
ひ
侍
り
け
る
を
、

お
と
な
く
侍
り
け
れ
ば

朱
雀
院
の
兵
部
卿
の
み
こ

梅
花
今
は
さ
か
り
に
な
り
ぬ
ら
ん

た
の
め
し
人
の
お
と
づ
れ
も
せ
ぬ

3
8

返
し
紀
長
谷
雄
朝
臣

春
雨
に
い
か
に
ぞ
梅
や
に
ほ
ふ
ら
ん

わ
が
見
る
枝
は
色
も
か
は
ら
ず

3
9

春
の
日
、
事
の
つ
い
で
あ
り
て
よ
め
る

よ
み
人
し
ら
ず

梅
花
ち
る
て
ふ
な
へ
に
春
雨
の

ふ
り
で
つ
つ
な
く
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ

4
0

か
よ
ひ
す
み
侍
り
け
る
人
の

家
の
ま
へ
な
る
柳
を
恩
ひ
や
り
て

み
つ
ね

い
も
が
家
の
は
ひ
い
り
に
た
て
る
あ
を
や
ぎ
に

今
や
な
く
ら
ん
鶯
の
声

4
1
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ふ
か
み
と
り
と
き
は
の
松
の
陰
に
ゐ
て

う
つ
ろ
ふ
花
を
よ
そ
に
こ
そ
み
れ

藤
原
雅

g

花
の
色
は
ち
ら
ぬ
間
は
か
り
ふ
る
さ
と
に

つ
ね
に
は
松
の
み
と
り
な
り
け
り

闊
の
は
な
を
み
て

骨
射
恒

く
れ
な
ゐ
に
色
を
は
か
へ
て
梅
の
花

か
そ
こ
と
／
＼
に
に
ほ
は
さ
り
け
る

か
れ
こ
れ
ま
と
ゐ
し
て

さ
け
ー
た

へ
け
る
ま
へ
に

梅
花
に
雷
の
ふ
り
か
A

り
け
る
は

ふ
る
雪
は
か
つ
も
消
な
む
梅
の
花

甦
に
ま
と
は

d
折
て
か
さ
＞
む

兼
輔
朝
臣
ー

ね
や
の
前
に

IIを

う
へ
て
侍
り
け
る

二
年
は
か
り
花
さ
か
て

か
れ
す
に
の
み
侍
り
け
る
を

三
年

の

，

ち

は

花
さ
き
な
と
せ
り
け
れ
は

女
と
も
そ
の
枝
を
お
り
て

が
す
の
う
ち
よ
り

こ
れ
は
い
か
、

iiと

の
給
ひ
い
た
し
た
り
け
れ
は

紐

春
こ
と
に
さ
き
ま
さ
る
へ
き
花
な
れ
は

こ
と
し
を
も
又
あ
か
す
と
そ
み
る

は
し
め
て
宰
相
に
な
り
て
侍
り
け
る

と
し
に
な
む
倒

mむ

兼
輔
朝
臣
の

ね
や
の
ま
へ
に
紅
梅
を

う
ゑ
て
侍
り
け
る
を
、

ふ
か
緑
と
き
は
の
松
の
影
に
ゐ
て

う
つ
ろ
ふ
化
を
よ
そ
に
こ
そ
見
れ

4
2

藤
原
雅
正

花
の
色
は
ち
ら
ぬ
ま
ば
か
り
ふ
る
さ
と
に

つ
ね
に
は
松
の
み
ど
り
な
り
け
り

4
3

紅
梅
の
花
を
見
て

み
つ
ね

紅
に
色
を
ば
か
へ
て
梅
花

か
ぞ
こ
と
ご
と
に
に
ほ
は
ざ
り
け
る

4
4

か
れ
こ
れ
ま
と
ゐ
し
て

さ
け
ら
た
う
べ
け
る
ま
へ
に
、

梅
の
花
に
雪
の
ふ
り
か
か
り
け
る
を

つ
ら
ゆ
き

ふ
る
雷
は
か
つ
も
け
な
な
む
梅
花

ち
る
に
ま
ど
は
ず
折
り
て
か
ざ
さ
ん

4
5

三
と
せ
ば
か
り
の
の
ち

花
さ
き
な
ど
し
け
る
を
、

女
ど
も
そ
の
枝
を
を
り
て
、

す
の
う
ち
よ
り

こ
れ
は
い
か
が
と

い
ひ
い
だ
し
て
侍
り
け
れ
ば

春
ご
と
に
さ
き
ま
さ
る
べ
き
花
な
れ
ば

こ
と
し
を
も
ま
だ
あ
か
ず
と
ぞ
見
る

4
6

は
じ
め
て
宰
相
に
な
り
て
侍
り
け
る

年
に
な
ん

が
っ
た
も
の
か
明
確
に
は
し
難
い
が
、
堀
河
本
の
本
文
と
「
イ
」
本
の
本

文
と
を
見
比
べ
な
が
ら
書
写
者
自
身
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
「
イ
」

文
の
書
き
入
れ
を
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
る
よ
う
に

た
っ
た
十
首
だ
け
で
も
歌
の
出
入
り
や
読
み
人
に
差
異
が
生
じ
四
十
箇
所

に
及
ぶ
書
き
込
み
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
イ
本
の
本
文
を
遺
漏
な
く
書
き
入
れ
る
煩
雑
さ
を
考
え
る
な
ら
ば
、

別
に
イ
本
を
書
写
し
た
方
が
た
や
す
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
解
釈
上

に
お
い
て
堀
河
本
と
は
異
な
る
理
解
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
目
に
付
く
箇

所
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
恣
意
的
に
適
宜
イ
文
書
き
入
れ
を
施
し
て
い
っ
た

と
い
う
の
が
堀
河
本
に
お
け
る
「
イ
」
文
書
き
入
れ
の
実
態
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
「
＼
」
の
付
さ
れ
て

い
る
「
イ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
例
を
挙
げ
る
。

7
,
 

―
春
上
,
3
ウ．

l
o
．歌一
1-

「
引
に
く
る
」
の

「く
る
」
右
に
「
＼
ユ

ク」
。

9
,
 

―
春
上
,
4
オ．

l
o
．
歌
五
「
老
を
こ
そ
つ
め
」
の

「老
」
の
右
に

「＼
ト
シ
イ
」
。

以
上
の
よ
う
に
「
イ
」
の
本
文
の
う
え
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所

が
全
部
で
六
十
二
箇
所
あ
る
。
「
イ
」
の
書
き
入
れ
箇
所
が
全
部
で
五
一

五
箇
所
で
あ
る
か
ら
約
一
割
の
箇
所
に
「
＼
」
の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。「
イ
」
の
本
文
を
採
用
す
る
の
が
好
ま
し
い
と
書
写
者
が
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歌番号 箇所数

巻l 7. 9 2 
巻2
巻3
巻4 180.189 2 
巻5
巻6 288 1 
巻7 394 408.408 438 4 
巻8 454.458 2 
巻9 545. 571. 576. 587 4 
巻10
小計 15 

巻11753. 761 2 
巻12826.864 883.885 4 
巻 13917.922.927.967.970.970.976.982 8 
巻141043.1068.1069 3 
巻 151075. 1076. 1089. 1095. 1097. 1098. lll9 7 

巻161128.1131.1140.1147.1155. 1155.1188. ， 1189 1193 
巻 1712011232 2 
巻18
巻191308 1314. 1318 1324 1351. 1359 6 
巻201377 1377. 1391 1412 1416. 1423 6 
小JI" 47 

表
9

判
断
し
て
い
る
場
合
に
付
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
異
文
箇
所
す
べ

て
が
遺
漏
な
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
「
堀
」

の
本
文
と
「
イ
」
本
の
本
文
と
を
見
比
べ
な
が
ら
書
写
者
自
身
が
必
要
と

思
わ
れ
る
箇
所
に
「
イ
」
文
の
書
き
入
れ
を
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

と
述
べ
た
が
、
そ
の
う
え
に

「イ
」
の
本
文
の
方
が
好
ま
し
い
と
判
断
で

き
る
箇
所
に

「＼
」
が
付
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「＼
」
を
伴
う

「イ
]
が
世
き
込
ま
れ
た
歌
の
歌
番
号
を
巻
毎
に
列
挙

す
る
と
表
9
の
よ
う
に
な
る
。
下
冊
に
多
い
。

前
稿
に
て
、
堀
河
本
は
、
証
本
を
作
成
す
る
目
的
や
美
麗
な
調
度
品
を

作
成
す
る
目
的
で
は
な
く
、
手
沢
本
と
し
て

『後
撰
和
歌
集
』
を
熱
心
に

読
も
う
と
す
る
目
的
を
持

っ
て
い
る
も
の
と
見
え
る
と
述
べ
た
。
本
稿

に
よ

っ
て
そ
の
イ
本
の
書
き
込
み
の
実
態
を
更
に
明
ら
か
に
し
、
イ
本
の

本
文
の
性
格
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
み
た
。

イ
本
の
本
文
は
定
家
本
、
と
く
に

「天
」
に
近
い
こ
と
を
一
節
で
指
摘

し
た
。
し
か
し
、
完
全
に
定
家
本
に

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
イ
」
が

「堀
」
と
も
「
二
」
「
雲
」
「
保
」「
坊
」
「
天
」
と
も
異
な
る
本
文
を
持
ち
、

「
イ
」
の
本
文
が
孤
立
す
る
場
合
が
あ
る
。
九
例
す
べ
て
を
挙
げ
て
お
く
。

5
5
5
.
 九
恋

―
-
l
o
オ
9
8
.

歌
三

「
ふ
る
し
え
に
」
の

「
し
え
」
に
右

傍
書

「
タ
II
ヒ
イ
」
、
こ
の
右
傍
害
の

「
II
ヒ
」
に
ま
た
右
傍
書

「
モ
ヘ
」

（こ
れ
で
イ
文
「
ふ
る
し
た
も
ひ
に
」
と
イ
文
「
ふ
る
し

た
も
へ
に
」
を
表
示
す
る
と
思
わ
れ
る
）。

5
7
3
,
 
九
恋
―
,
1
2

オ

l`oo9
歌
四
「
う
ら
み
や
す
く
も
」
の
「
う
ら
み
」

に
右
傍
書
「
コ
A

ロ
イ
」
。

7
4
5
.
 
+
―
恋
一
――
-
l
o
ウ
.
1
4
3
.

歌
一

「わ
た
の
浦
に
」
の

「
の
浦
に
」

に
右
傍
書
「
ツ
ミ
ノ
イ
」
。

8
7
5
.
 
十
二
恋
四
.
1
4
ウ
,
1
6
6
,
 1

詞
書
「
け
れ
は
し
と
あ
た
り
け
る
に
つ

か
は
し
け
る
」
の
「
し
と
あ
た
り
け
る
に
つ
か
は
し
け
る
」
に
右

傍
書
「
ッ
カ
ハ
シ
ケ
ル
イ
」
。

9
1
9
.
 
十
三
恋
五
.
6
オ
.
1
7
4
,

歌
三

「
な
っ
か
し
き
」
の
「
き
」
に
右

ま
と
め
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傍
書
「
ミ
イ
」
。

9
3
7
,
 
十
一二
恋
五
,
9
オ
,
1
7
7
,
 /i,l1; 
事
戸
「
レ
J

は
せ
た
れ
は
」
の
「
た
」
に

右
傍
書
「
ケ
イ
」
。

1
0
0
5
,
 十
四
恋
六
,
2

ゥ
,
1
8
8
｀
詞
書

「
わ
た
り
け
れ
は
」
の
「
た
り
け

れ
は
」
に
右
傍
書
「
タ
シ
ッ
、
イ
」
。

1
2
6
7
,
 ＋
八
雑
四
、
5

オ
.
2
4
3
,
 詠
人

「
小
町
か
め
い
」
の
「
め
い
」
に

右
傍
害
「
姉
イ
」。

1
3
7
0
,
 廿
慶
賀
｀
1

ウ`
2
6
4
,
 歌
二
「
我
な
き
そ
へ
て
」
の
「
き
」
に
右

傍
書
「
ヲ
イ
」
。

こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
「
イ
」
の
本
文
は
定
家
本
系

に
近
い
と
は
い
う
も
の
の
、
ま
っ
た
く
定
家
本
に

一
致
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
定
家
本
に
親
し
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
だ
け
言
え
る
。
本
論
で
は

「天
」
の
淵
源
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
定
家
本
無
年
号
本
B
類
と
の
比

較
は
行
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
保
」
は
巻
一
か
ら
巻
十
四
の
途

中
ま
で
は
無
年
号
本
B
類
の
本
文
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
定
家
本
に
親
し
く
し
か
も
「
天
」
に

一
致
す
る
わ
け
で
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
定
家
が
手
を
よ
り
加
え
た
「
天
」
よ
り
は
そ
の
淵
源
と
な
っ
た

無
年
号
本
に
親
し
い
可
能
性
が
高
い
と
予
想
さ
れ
る
の
だ
が
、
表
2
か
ら

す
る
と
「
イ
」
は
「
天
」
に
も
っ
と
も
親
し
く
、
無
年
号
本
に
近
し
い
「
保
」

に
次
に
親
し
い
性
格
を
持
つ
と
見
え
、
そ
の

一
方
で

「天
」
と
は
全
く
違

う
箇
所
も
保
持
し
て
い
る
と
い
う
性
格
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
9
)
 

「イ」

の
本
文
の
持
つ
奇
妙
な
性
格
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
本
論
か
ら
は
、
堀
河
本
の
本
文
が
他
本
か
ら
孤
立
す
る
独
自
性

を
持
つ
こ
と
•
堀
河
本
が
三
種
に
大
別
で
き
る
混
態
の
様
相
を
持
つ
こ

と
•
堀
河
本
と
白
河
切
と
が
親
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
、
以
上
を
も
再
確

認
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

(l
)
福
田
孝

「堀
河
本

「後
撰
和
歌
集
j

に
つ
い
て
」

「武
蔵
野
大
学
日
本
文

学
研
究
所
紀
要
」
第
二
号
、

2
0
1
5
年
。

(
2
)
杉
谷
寿
郎

『後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
を
も
と
に
し
た

「後
撰
和
歌
集
』

諸
本
の
系
統
は
注
(
l
)
に
示
し
た
。

(
3
)
本
稿
で
も
前
稿
と
同
様
に
、
堀
河
本
に
お
け
る
書
き
入
れ
の
所
在
等
は
「
新

編
国
歌
大
観
番
号
一
巻
数
と
部
立
．
各
巻
で
の
丁
数
と
ウ
ラ
か
オ
モ
テ
か
｀
電
子

資
料
の
コ
マ
数
現
象
。」

で
必
要
に
応
じ
て
示
す
。

以
下
、
実
見
し
た
と
こ
ろ
よ
り
「
イ
」
の
書
き
込
み
が
い
つ
の
段
階
で
な

さ
れ
た
も
の
か
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

次
の
「
イ
」
箇
所
は
墨
色
が
本
文
よ
り
あ
き
ら
か
に
洒
い
。

11. 
―
春
上
｀
4

オ―
lo
ー
詞
曾
「
立
春
斑
と
て
」
の
「立
」
の
右
に
「
早
イ
」
。

歌
二
「
あ
や
吹
み
た
る
」
の
「
吹
み
た
る
」
の
右
に
「
ヲ
リ
ト
ク
ル
イ
」
。

4
2
1
,
 
七
秋
下
,
10
オ，
7
7
,

歌
一
「
風
の
音
は
」
の
「
は
」
に
右
傍
書
「
ノ

イ
」
。
歌
三
「
と
め
つ
ら
む
」
の

「と
」
に
右
傍
書
「
せ
イ
」
。

シ
ャ

6
5
1
,
 
十
恋
ニ
ー
9

ウ―
1
1
6
一
詠
人
「
在
原
し
け
も
と
」
に
右
傍
書
「
藤
原
滋

幹

イ

」。

歌
五

「な
き
こ
、
ち
す
れ
」
の

「す
れ
」
に
右
傍
書

「セ

シ
イ
」。

次
の
「
イ
l

箇
所
は
墨
色
が
本
文
よ
り
あ
き
ら
か
に
濃
い
。
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369, 七
秋
下
｀
4
オ
,

71. 歌
一
「
秋
の
こ
の
了
」
に
右
傍
書
「
ハ
イ
」。

歌
二

「
に
し
き
と
の
み
も
」
の
「
と
の
み
」
に
右
傍
書

「
ノ
コ
ト
イ
」
。

371, 七
秋
下
,
4
オ
'
7
1
、
歌
五
「
色
と
れ
る
草
」
の
「
と
れ
る
」
に
右
傍

書
「
カ
ハ
ル
イ
」
。

376, 七
秋
下
,
4
ウ
.

72, 歌
四
「
や
ま
の
」
の
「
の
」
に
右
傍
書
「
ソ
イ
」
。

歌
五
「
に
し
き
な
り
け
り
」
の
「
な
」
に
右
傍
書
「
ヲ
イ
」
。

ま
た
、
下
冊
冒
頭
あ
た
り
に
お
い
て
は
、
誤
脱
訂
正
の
「
7
1
2
,
十

一
恋
三
,
4

ォ,
136, 詞
書
「
め
し
か
へ
さ
れ
11

け
れ
は
」
の
11

に
「
に
」
を
挿
入
指
示
。」

や
本
文
に
比
す
と
、
次
の
「
イ
」
箇
所
は
あ
き
ら
か
に
薄
い
。

7
0
0
 ̀
+
―
恋
一
デ
l

ウ
,
134 `
歌一

「
名
に
し
ほ
へ
は
」
の

「
へ
」
に
右
傍

書

バ

イ

」

。

701, +
―
恋
一
――.1
ウ
」
34,
詠
人
と
し
て
7
0
0
と
7
0
1
の
間
に
11

で
「
在
原

元
方
イ
」
を
小
字
挿
入
指
示
。

709. +

―
恋
一
―
―
`
3
オ
」
1
3
5
,
詠
人

「
中
務
」
の
右
l

下
小
字
「
本
院
侍
従
イ
」
。

7
1
0
 `十

一
恋一―1.3
ウ」

135.
i

詞
書

「
し
の
ひ
て
11

侍
け
る
時
」
の
11

に
右

傍
書
「
カ
タ
ラ
ヒ
イ
」
。
「
四
五
さ
い
は
か
り
な
る
11

本
院
の
」
の
II

に

「
カ

イ
」
を
挿
入
指
示
。

こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
「
イ
」
の
書
き
込
み
は
本
文
と
も
誤
脱
訂

正
書
き
込
み
と
も
違
う
段
階
で
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

(
4
)
福
田
孝
「
承
保
一―一年
奥
書
本

『後
撰
和
歌
集
』
に
つ
い
て
」
「
和
歌
文
学

研
究
」
l
o
l

号
平
成
二
十
二
年。

(
5
)
杉
谷
寿
郎
I

後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
昭
和
四
十
六
年
。
「
第

二
章

古
本
系
統
第
一
節
（
二
）
堀
河
具
世
筆
本
」
の
注

(
2
)
に
お
け

る
言
及
。

(
6
)
こ
こ
で

「
ほ
ぼ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

376, • 
七
秋
下
,
4
ウ
.

72, 歌
四
「
や
ま
の
」
の
「
の
」
に
右
傍
肉
「
ソ
イ
」。

↑

―
-
「
や
ま
そ
」
•
雲
「
い
ま
ぞ
」
・
保
坊
「
い
ま
そ
」
・
天
「今
そ
」

379, 七
秋
下
,
5

オ
72,
詠
人

「
源
宗
平
＇
」
の

「宗
平
」
に
右
傍
書
「
宗

子
イ
」
。

↑
二

「
み
な
も
と
の
む
ね
ゆ
き
の
あ
そ
ん
」
・
雲
保
坊
天
「
源
宗
干
朝
臣
」

と
い
っ
た
例
で
あ
る
。

(
7
)
こ
こ
で
扱
っ
た
白
河
切
の
本
文
は
、

小
松
茂
美

『後
撰
和
歌
集
校
本
と
研
究
』
誠
信
書
房
、
昭
和
三
十
六
年
で

翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
九
三
葉
(
―
二
四
首
）
と
、

注

(
5
)

一
六
七
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
歌
5
7
6
・
5
7
7
・
5
9
7
・
5
9
8
・

5
9
9
・
6
3
5
の
六
首
、

そ
れ
に
小
松
茂
美
監
修
「
日
本
名
跡
叢
刊
89
』
内

「白
河
切
後
撰
集
」
ニ

玄
社
、
1
9
8
4
内
で

「
校
本
と
研
究
j

に
載
ら
な
い
歌
1
3
1
・
1
3
2
・
3
9
6
・

3
9
7
・
3
9
8
・
5
0
5
・
5
0
6
の
七
苗
n
、
で
あ
る
。

(
8
)
注

(
5
)
の
書
物
。

(9)
本
論
か
ら
は
、
そ
の
出
版
時
に
は
未
発
見
で
杉
谷
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の

研
究
j

で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
「
伝
坊
門
局
本
」
の
本
文
の
位
置
も
い
く
ら

か
は
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
「
坊
」
の
位
置
は
、
「
天
」
「
保
」

と

「二
」
「雲
」
と
の
間
に
あ
る
と
言
え
る
。

「
イ
」
の
位
置
が
「
天
」
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
位
置
に
な
い
と
す
る
と
、
「
保
」

や

「坊
」
に
近
い
位
置
に
な
り
そ
う
な
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
く

「
天
」
に

一
番
近
い
。
こ
の
事
態
を
上
手
く
説
明
す
る
た
め
に
は
、
「
イ
」
は
一
本
で
は

な
く
、
「
天
」
一

本
を
主
と
し
な
が
ら
他
に
非
定
家
本
系
の
本
文
が
同
じ
く

「
イ
」
と
し
て
害
き
込
ま
れ
た
可
能
性
、
も
し
く
は
非
定
家
本
系
の
異
文
が
書

き
込
ま
れ
た
「
天
」
を
用
い
て
異
文
も
「
天
」
の
本
文
も
同
じ
く
「
イ
」
と

し
て
普
き
込
ま
れ
た
可
能
性
、
を
考
え
る
の
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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本
文
と
し
て
は
以
下
を
使
用
（
括
弧
内
が
使
用
略
号
。
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大

観
番
号
を
使
用
）
。

二
荒
山
本

（二
）
：
小
松
茂
美

『日
本
名
跡
叢
刊
二
荒
山
本
後
撰
和
歌
集

上
下
』
二
玄
社

堀
河
本
（
堀
）
二
国
文
研
電
子
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
目
録
D
B

「

1
0
0
0
6
1
3
1
4

八
代
集
」

雲
州
本
（
雲
）

：
久
曽
神
昇
•
深
谷
礼
子

「後
撰
和
歌
集
〔
雲
州
本
〕
と
研

究
』
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会

承
保
三
年
本
（
保）

一
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
69
後
撰
和
歌
集
別
本

詞

花
和
歌
集
」
一

伝
坊
門
局
本
（
坊
）

こ
片
桐
洋
一
「
後
撰
和
歌
集
伝
坊
門
局
本
j

和
泉
書

院
天
福
本
（
天
）
l
＂
新
綱
国
歌
大
観
勅
撰
和
歌
集

』
角
川
書
店

付
ニ
「
正
」
の
書
き
込
み
本
文
に
つ
い
て

堀
河
本
に
書
き
込
ま
れ
た
他
本
の

一
本
と
し
て

「正
」
の
記
号
が
付
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
十
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
す
べ
て
を

書
き
出
す
。

1
7
9
,
 四
夏
6

オ
A
L
歌
二

「
我
身
や
ま
へ
の
」
の
「
へ

」
に
右
傍
書

「
正
つ
」
。

2
0
8
,
 
四
夏
」
lo
オ
,
4
5
,
 i

歌
四

「
な
く
こ
と
か
た
き
」
の
「
き
」
に
左

傍
書

「
正
シ
」
。

2
0
8
,
 
四
夏
1
0
オ
,
4
5
,

歌
五

「
こ
A

ち
し
こ
そ
す
れ
」
の
「
れ
」

に

右
傍
書
「
ル
正
」
。

2
1
2
,
 四
夏
l
oウ
•
4
6
,
 
歌
四

「
物
う
か
る
音
は
」
の

「
る
」
に
右
傍

書

「
ク
正
」
。

2
3
8,
 五
秋
上
•5
オ
•
5
1
,
 
詞
害

「
た
な
は
た
を
よ
め
る
」
の
「
を
」
に

右
傍
書
「
＼

二

正
」。

2
8
7
,
 六
秋
中
,
4
ウ
.5
9
,
 歌
四

「
我
は
つ
れ
な
き
」
の
「
は
」
に
右
傍

書

「
モ
正
」
。

3
2
7
,
 六
秋
中
．

lo
ウ
,
6
5
,
 
歌
二

「
秋
や
ゆ
く
ら
む
」
の
「
ゆ
」
に
右

傍
書
「
力
正
」
。

4
5
3
,
 
八
冬
,
2
オ
,
8
3
,
 
詞
害
「
増
基
法
師
」
の
「
基
」
に
右
傍
書

「
喜
正
」
。

5
4
2
,
 
九
恋

―,
7
オ
.
9
5
,
 
歌
五

「
物
に
そ
あ
り
け
る
」
の
「
あ
り
」
に

右
傍
誉

「
さ
り
正
」
。

5
6
1, 九
恋

―
.l
oウ

•9
9
、
歌
五
「
な
る
そ
か
な
し
き
」
の

「
か
な
」

に
右
傍
吾
「
ワ
ヒ
正
」
。
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6
9
9
,
 
十
恋
一
―
,
1
9
オ`
1
2
5
,
 i

歌
五
「
色
に
も
な
ら
ね
は
」
の

「
色
」
に

右
傍
書
「
も
の
正
」
。

巻四に4例、巻五に1例、巻六に2例、巻八に1例、巻九に

2例、巻十に1例を見る。巻七にも「正」の吾き込みはないの

ではっきりしないが、ひょっとすると巻一・ニ・三は欠いてい

るのかも知れない、少なくとも二荒山本・片仮名本・白河切な

どと同様に巻一i巻十までしか存しなかった本とは見られると

思われる。これほどに苔き込みの数が少ないのが不審である。

巻一i巻十までの「正」完本を手元に置いて対校したものでは

なく、抄出されたもの或いは他本に書き込まれたもの等から書

き込まれたといった可能性を考えるべきであろうか。

これまでと同様に、「二」「雲」「保」「坊」「天」「白」と、「正」

「堀」との距離を見るための表を作成してみる。合致する箇所

にO印を人れた。212番歌は「二」は「ものうくあるみは」と
あるもの、453番歌は「二」「雲」「保」「坊」「天」では作者名

として書かれているもの、を用いた。

表から見ると、「正」は「二」すなわち汎清輔本系に近しい

位置を持つように思われる。といっても古本系に人れられる

「雲」と近しいわけではない。たった十一例なので詳細は知ら

れないというべきであろうか。

「正」と一致する箇所数 「堀Jと一致する箇所数

雲 保 坊 夭 白 丞 保 坊 天 白

179 

゜゚゜゚゜208-1 

゜゚゜゚゜208-2 

゜゚゜゚゜212 

゜ ゜゚゜゚238 
287 

゜ ゜゚゜゚327 

゜ ゜453 

゜゚゜542 

゜゚゜゚゜゚561 

゜゚ ゜ ゜゚゜699 

゜ ゜゚゜゚計 4 1 

゜゚ ゜
1 5 7 ， ， ， 2 
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